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同君は元素分析、 NMR 、 uv スペクトルなどにより (3) はベンゾフラニルハロプタトリエン誘導
体、 (4) はピス(ベ、ンゾフラニル)アセチレン誘導体であることを明らかにした。 (3) を80%エタノー






分子内閉環反応である O 小林君はこの反応を電子スペクトルの時間的変化により追跡し、 (1) がハロ
ゲン化水素と反応してまずジハロヘキサテトラエン (5) を生成することを明らかにした。 0-メトキシ
アリール基の置換基 (Rl ， R2 ) を種々変化させたときの (3) の加溶媒分解の反応速度を電子スペクト
ルの時間的変化から求め、置換基効果を検討した結果、 (4) はハロゲン陰イオンを失ってアレニル陽
イオン (6) を生成し、このものの閉環反応で (3) が生成し、 (3) が再たびハロゲン陰イオンを失って
ブタトリエニル陽イオン (7) を経て (4) を与えるものと結論した。
以上の小林君の研究は従来知られる所の少なかったアレニルおよびプタトリエニル陽イオンについ
て新知見を加えたものであり、実験技術的にも優れたものである。よって本論文は理学博士の学位論
文として十分価値あるものと認める。
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